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大

いよいよ引き継ぎです！ 児童会選挙 ２月１０日 

来年度の児童会長を信任する児童会の役員選挙が行われました。候補者の５年東組 小松 きらり さん

と５年西組 吉田 善 さんは、選挙当日まで、朝のあいさつ運動で「おはようございます。」「よろしくお

願いします。」と、元気よく大きな声を出していました。お昼の教室訪問では、自分が児童会長になった

ら目指したい学校、やりたいことなどを説明してきました。選挙当日は、自分のマニフェストを力強く

語っていました。それぞれの応援を行った推薦責任者の東組 浦野 凜 さん、西組 鶴田 眞奈斗 さんは、

候補者が、いかに責任感があり、実行力に長けているかを伝えることができました。その後行われた選

挙では、「この二人になら任せられる」としっかり判断し、責任をもって投票する姿が見られました。無

事、二人とも信任され、二人で前期会長と後期会長を分担します。日滝小学校の伝統を守りつつ、また

新しい日滝小学校を創っていく５年生の取組が始まります。 

 

  児童総会 ６年生から５年生へ ２月１８日 

２月１８日（火）に児童総会がありました。各委員会から１年間の児童会活動の報告と反省が発表さ

れました。活動内容について、質問や要望がたくさん出され、委員長さんたちは、的確に答弁していま

した。児童会活動をリードしてきた最高学年としての立派な姿を見せてくれました。 

「引き継ぎ式」で、６年生から５年生へ児童会ファイルが受け渡されるときの表情は、６年生は少し

ホッとしたような表情で、５年生は、少し緊張した表情に見えました。 

「５年生の皆さん日滝小学校児童会をお願いしますね。」「６年生の皆さんありがとうございました。

私たちに任せてください。」という心の声が聞こえてくるようでした。６年生の皆さん、本当にお疲れ様

でした。そして、ありがとうございました。 

 さて、５年生の皆さん、６年生から教えていただいたことを参考に、自分たちの手で新しい児童会を

つくっていってくださいね。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

非違行為防止研修 

 「日滝小学校からは絶対に非違行為を出さない」を合い言葉に、年間を通して、非違行為防止研修に取

り組んできました。研修の内容は、「いじめの定義」の確認や、スクールセクハラ防止のための資料読み合

わせ、体罰の根絶に向けての小グループによる話し合いなどです。もし、お子様の様子から心配なことが

ありましたら、学校まで連絡してください。 

 

 学校評価アンケートの提出にご協力いただき、ありがとうございました。別紙にアンケート結果をまと

めましたのでご覧ください。自由記述欄にも様々なご意見・ご要望をいただきました。しっかりと受け止

め、改善が必要なことについては、どのような手立てを講じていくのかを考え、来年度以降の教育活動に

生かしてまいりたいと思います。 

自分の体は自分で守る 

Niti  

 

 日滝小学校では、性に関する指導月間を設定し、学年毎に、自分の

体のこと、心の成長、友だちとのかかわり等について学習しました。 

 １年生では「プライベートゾーン」という言葉を学習し、体の大切

な部分を、自分も、友だちも大切にする気持ちを育てました。 

５年生では、第二次性徴を迎え、心と体が発達していくことを学習

しました。気持ちが不安定になったり、悩みが増えたりすることがあ

っても、おうちの人や先生や友だちに相談しながら乗り越え、さらな

る成長を目指していくことが大切だと学習しました。 

  

性に関する指導月間 

１／１４～２／１４ 

今年度、第３回目の学校運営委員会を２月１０日（月）に開催しました。協議題は、①令和元年度「学

校教育評価アンケート」について ②コミュニティースクールとしての１年間の成果と課題 ③来年度

の方向についてです。 

「学校教育評価アンケート」についてでは、学校からアンケートの結果について報告し、様々な角度か

らご意見をいただきました。別紙、「令和元年度学校教育評価アンケート集計結果のご報告」に一部掲載

いたしましたので、ご覧ください。 

コミュニティースクールとしての１年間の成果は、先生や親とは違 

う、地域の大人とのかかわりが広がることで、コミュニケーション力 

や活動意欲、自信が育ち、地域のたくさんの方に見守られている、期 

待されているという自尊感情につながっていると考えます。また、課 

題としては、学校支援ボランティア、見守りボランティアの登録者数 

が少ないことです。来年度は、年度当初からボランティアを募集して 

いきます。更に、ボランティア間のつながりを育て、ボランティアの 

代表者を通して計画が進められるような体制作りを目指します。 

  



 

 

こんな質問をされたら、皆さんはどう答えますか？ 

☆おなかの中の赤ちゃんは、ウンチやオシッコをするのだろうか？ 

予想される子どもの反応 

・おなかの中の赤ちゃんは、口から食べ物を食べないので、ウンチやオシッコはしないと思う。 

・へその緒を通じて栄養をとっているのでウンチやオシッコはすると思う。 

・羊水の中がウンチだらけになってはいけないので、ウンチはしないと思う。オシッコはするんじゃないかな

あ。 

《赤ちゃんは羊水の中にオシッコをしています。このオシッコはとてもきれいなもので、赤ちゃんが羊水を飲

んで、体内に再吸収されます。オシッコの成分・老廃物は血液で運ばれて、へその緒・胎盤を通してお母さ

んに渡しています。》 

☆へその緒の中の血液は、誰の血液？ 

予想される子どもの反応 

・お母さんから栄養をもらっているので、お母さんの血液だと思う。 

・自分から栄養をもらいにいっていると思うので、赤ちゃんの血液だと思う。 

・へその緒の中で栄養やいらないものを交換していると思うので、お母さんと赤ちゃんの血液が混ざっている

と思う。 

《赤ちゃん自身の血液です。お母さんと血液を混じえずに、栄養と酸素をお母さんからとり入れ、いらない物

を返す働きをするのが「胎盤」です。》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


